
Ⅲ．公共下水道
１．公共下水道の経緯
　滋賀県の公共下水道は、昭和 36 年度に大津市が大津市単独公共下水道に着手し、現在では全 19 市町
で供用しています。

（流域関連公共下水道）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和３年３月31日現在

１．公共下水道の経緯

　

（流域関連公共下水道） 　

事業着手 供 用 開 始 事業着手 供 用 開 始

（年度） 　（年月日） （年度） 　（年月日）

大津市 Ｓ５１ 　 　

草津市 Ｓ４８ Ｓ５２

守山市 Ｓ４８ H８

近江八幡市 Ｓ４９ H９

近江八幡市(旧安土町） Ｓ５９ H元．4．1 H９

栗東市 Ｓ４８ 　

甲賀市 Ｓ５９ H２

野洲市 Ｓ５０ Ｓ６２

湖南市 Ｓ５４ H９

東近江市 Ｓ５２ H元．4．15 H元

日野町 Ｓ６０ H６

竜王町 　 Ｓ６１

湖西 大津市 Ｓ５４ H元

彦根市 Ｓ５６ H７

長浜市 Ｓ５８ Ｓ６３

東近江市（旧愛東町･旧湖東町） 　 　 H２４

米原市 H２ Ｓ６２

愛荘町 　 　 H元

豊郷町 　 　 H２

甲良町 　 　 H２

多賀町 Ｓ６３ H９

高島 高島市　 H元 H２

Ⅲ．公共下水道

　滋賀県の公共下水道は、昭和３６年度に大津市が大津市単独公共下水道に着手し、現在では全19市町で供用していま
す。

令和3年3月31日現在

湖

南

中

部

東

北

部

処理
区名

市 町 名

公 共 下 水 道 特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道
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（単独公共下水道）（単独公共下水道）

事業着手 供 用 開 始

（年度） （年月日）

Ｓ３６ 公共(大津)・大津水再生センター

H ３ 公共(大津)・京都市石田水環境保全センター

Ｓ５３ 特環・沖島浄化センター

H ２ H 9．3．31 公共・土山オー・デュ・ブール　(※1)

H ４ H 9．10．1 特環・朽木浄化センター

H１４ 公共・信楽水再生センター

高島市（朽木）

甲賀市（信楽）

※1：フランス語で「町の水」の意味

市 町 名          備       考

大津市

大津市

近江八幡市

甲賀市（土山）
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２．法手続きの経過
（１）都市計画決定

２．法手続きの経過

（１）　都市計画決定
　 令和3年3月31日現在

汚水(ha) 雨水(ha)

大津市 分流式

草津市 分流式

守山市 分流式

近江八幡市（旧近江八幡市） 分流式

　　　　（旧安土町） 分流式

栗東市 分流式

甲賀市 分流式

野洲市 分流式

湖南市 分流式

東近江市 分流式

日野町 分流式

竜王町 分流式

湖
西

大津市 分流式

彦根市 分流式

長浜市 分流式

米原市 分流式

愛荘町 分流式

豊郷町 分流式

甲良町 分流式

多賀町 分流式

高
島

高島市 分流式

大津市（旧大津） 一部合流式
大津処理区

大津市（藤尾） 分流式
藤尾処理区(公共関連)

甲賀市（旧土山町） 分流式

甲賀市（旧信楽町） 分流式

備 考

単

独

処理・排水面積

排除方式市 町 名
処理
区名

決定年月日
(当初)告示

変更年月日
(最終)告示

湖

南

中

部

東

北

部
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（２）下水道法事業計画
（２）　下水道法事業計画

　

汚 水 雨 水 汚 水 雨 水

（箇所） （箇所）

大津市 分流式

草津市 分流式

守山市 分流式

近江八幡市 分流式

栗東市 分流式

甲賀市 分流式

野洲市 分流式

湖南市 分流式

東近江市 分流式

日野町 分流式

竜王町 分流式

小　計

大津市 分流式

小　計

彦根市 分流式

長浜市 分流式

東近江市 分流式

米原市 分流式

愛荘町 分流式

豊郷町 分流式

甲良町 分流式

多賀町 分流式

小　計

高島市 分流式

小　計

大津市（藤尾） 分流式

近江八幡市（沖島） 分流式

甲賀市（土山） 分流式

高島市（朽木） 分流式

甲賀市（信楽） 分流式

滋　賀　県　合　計

令和3年3月31日現在

計画処理人口
（人）

計画処理水量
(m3/日最大）

排 除 方 式

流　域　関　連　計

処 理 ・ 排 水 面 積 ポ ン プ 施 設

湖

南

中

部

単　　独　　計

東

北

部

湖西

処理
区名

市町名
当 初 計 画
年 月 日

最 終 変 更

単

独

高

島

合流式  1
一部合流式

( 合流式  155.0
大津市（大津）
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令和３年３月31日現在
令和3年3月31日現在

汚水整備 雨水整備

（ha) （ha)

S51～R7 大津市

S48～R7 特環含む 草津市

S48～R7 特環含む 守山市

S49～R7 特環含む 近江八幡市

S48～R7 特環含む 栗東市

S59～R7 特環含む 甲賀市

S50～R7 特環含む 野洲市

S54～R7 特環含む 湖南市

S52～R7 特環含む 東近江市

S60～R7 特環含む 日野町

S61～R7 特環含む 竜王町

　 小　計

S54～R7 特環含む 大津市

小　計

S56～R7 特環含む 彦根市

S58～R7 特環含む 長浜市

H24～R7 特環 東近江市

H2～R7 特環含む 米原市

H1～R7 特環 愛荘町

H2～R7 特環 豊郷町

H2～R7 特環 甲良町

S63～R7 特環含む 多賀町

　 小　計

H2～R7 特環含む 高島市

小　計

流　域　関　連　計

H3～R7 藤尾処理区 大津市（藤尾）

S53～R5 沖島処理区・特環 近江八幡市（沖島）

H2～R7 特環含む 甲賀市（土山）

H4～R7 特環 高島市（朽木）

H14～R5 特環含む 甲賀市（信楽）

単　　独　　計

滋　賀　県　合　計

市 町 名

S36～R7 大津処理区 大津市（大津）

備 考
事業期間
（年度）

全 体 計 画



３．整備状況
（１）汚水

令和3年3月31日現在

整備面積 整備率 整備率 備 考

大津市 特環含む　供用済

草津市 特環含む　供用済

守山市 特環含む　供用済

近江八幡市 特環含む　供用済

栗東市 特環含む　供用済

甲賀市 特環含む　供用済

野洲市 特環含む　供用済

湖南市 特環含む　供用済

東近江市 特環含む　供用済

日野町 特環含む　供用済

竜王町 特環含む　供用済

小 計 　

大津市　　　　　 特環含む　供用済

小 計 　

彦根市 特環含む　供用済

長浜市 特環含む　供用済

東近江市　　　　　注 特環　　　供用済

米原市 特環含む　供用済

愛荘町 特環　　　供用済

豊郷町 特環　　　供用済

甲良町 特環　　　供用済

多賀町 特環含む　供用済

小 計 　

高島市 特環含む　供用済

小 計 　

　

大津市（大津） 公共・大津処理区供用済

大津市（藤尾） 公共・藤尾処理区供用済

近江八幡市（沖島） 特環・沖島処理区供用済

甲賀市（土山） 特環含む　　　　供用済

高島市（朽木） 特環　　　　　　供用済

甲賀市（信楽）   　　  　　　　供用済

単 独 計 　

　

　

注：　東北部処理分区　東近江市は、旧湖東町、旧愛東町

滋 賀 県 合 計

流 域 関 連 計

単

独

市 町 名

東

北

部

事業計画
整備面積

高

島

湖

西

湖

南

中

部

全体計画
整備面積処理

区名

整備状況
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３．整備状況
（１）汚水

令和３年３月31日現在



（２）雨水のみ
(2)雨水のみ

分流雨水 都市下水路 計

大　津　市

彦　根　市

長　浜　市

近江八幡市

草　津　市

守　山　市

栗  東  市

甲　賀　市

野　洲　市

湖　南　市

高　島　市

東 近 江 市

米　原　市

日　野　町

竜　王　町

愛　荘　町

豊　郷　町

甲　良　町

多　賀　町

滋 賀 県 合 計

注：日野町における対事業計画比率は、事業計画整備面積（B)に都市下水路（D)の整備済区域

を含んでいるため（E/B)となる。

令和3年3月31日現在

対全体計画比率市　　町　　名

全体計画
整備面積

事業計画
整備面積

整備済区域　※注

対事業計画比率

整備率

※
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４．単独公共下水道
（１）大津市単独公共下水道

▲大津市水再生センター
① 事業の歩み
　大津市の大津公共下水道は、県下の都市のトップを切って、昭和 37 年 3 月 1 日に都市計画決定、
同年 3 月 31 日に下水道法の事業認可を得て、市の中央部の旧市街地から公共下水道事業に着手しま
した。（計画区域は、北は際川から、南は伽藍山まで）
　事業開始初期に着手された大津処理区では、大津処理分区 96ha および膳所処理分区 59ha の浸水解
消を目的に合流式で整備され、その後は全て分流式で整備が進められました。
　昭和 44 年には、水再生センター（大津終末処理場）が第一期工事を完成し、同年 4 月に供用を開始し、
その後、順次増設工事が行われ、平成 12 年度には全体計画による約 88,400㎥／日の規模の施設が完成
しました。
　また、昭和 56 年 9 月には、処理施設の屋上にテニスコート等の運動施設や自由広場、遊歩道を備
えた公園（面積 12,540㎡）が完成し、市民の憩いの場として利用されています。その後、昭和 57 年
5 月には、テニスコートにナイター照明が附設されました。
　大津の藤尾地区は、京都市の山科区に隣接しているため、京都市公共下水道に接続し、石田水環境
保全センター（京都市）で処理することとし、平成 3 年 2 月 26 日に都市計画決定、同年 6 月 1 日に
下水道法の事業認可を得て、公共下水道事業に着手し、平成 4 年 4 月 1 日に供用を開始しました。
　大津処理区内には、初期に下水道整備がなされた 155ha の合流区域があり、雨天時に流出している
汚濁負荷量の軽減を図るため、平成 19 年度から合流式下水道緊急改善事業に取り組んでおり、雨水
吐き室の改善、貯留管渠、高速凝集沈殿施設等の整備が平成 25 年度に完工しました。
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② 事業計画の概要②　事業計画の概要

（大津公共）

観光人口は含まない

現有能力94,900

Ⅰ系　凝集剤添加活性 Ⅰ系　凝集剤添加活性

　　　　汚泥法＋ろ過 　　　　汚泥法＋ろ過

Ⅱ系　凝集剤添加担体 Ⅱ系　凝集剤添加担体

　　　　利用循環式硝化 　　　　利用循環式硝化

　　　　脱窒素法＋ろ過 　　　　脱窒素法＋ろ過

（藤尾公共）

観光人口はなし

－ －

処理場

高度処理処 理 方 式

処理場

項 目
内　　　　　容

排 除 方 式 分　　流　　式

中 継 ポ ン プ 場 （ 箇 所 ）

位 置 大津市由美浜

中 継 ポ ン プ 場 （ 箇 所 ）

位 置 京都市伏見区石田西ノ坪（京都市石田水環境保全センター）

処理水量（ｍ３ 日最大）

備 考
全　体　計　画 事　業　計　画

敷 地 面 積 （ ａ ）

処 理 区 域 面 積 （ ）

処 理 対 象 人 口 （ 人 ）

備 考

分　　流　　式（一部合流式）

全　体　計　画 事　業　計　画
項 目

内　　　　　容

処 理 区 域 面 積 （ ）

処 理 対 象 人 口 （ 人 ）

処理水量（ｍ３ 日最大）

排 除 方 式
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（２）沖島特定環境保全公共下水道

▲近江八幡市沖島浄化センター

① 事業の歩み
　面積 150ha、琵琶湖最大の島である近江八幡市の沖島は汚水処理施設がなく、し尿は対岸の農地に
還元処分し、生活雑排水は直接琵琶湖に放流していたために早急な下水道整備が望まれていました。
そのため、近江八幡市では、住民の強い要望を受けて昭和 54 年 2 月 27 日に下水道法による事業認可
を受けて下水道整備に着手しました。
　昭和 54 年度末には、浄化センター用地の買収を完了するとともに、昭和 55 年度には県の富栄養化
防止条例による処理施設の排水基準に適合するよう処理方式および処理能力について事業認可の変更
を行い、直ちに浄化センター工事に着手しました。
　昭和 56 年度には、処理施設の躯体工事が完了し、昭和 57 年 7 月 15 日に処理水量 210㎥／日で供用
を開始しました。

② 事業計画の概要

(2)沖島特定環境保全公共下水道

          ▲近江八幡市沖島浄化センター

①　事業の歩み

②　事業計画の概要

観光人口は含まない

現有能力210

－ －

高度処理

　昭和56年度には、処理施設の躯体工事が完了し、昭和57年7月15日に処理水量210ｍ
３
／日で

供用を開始しました。

項 目
内　　　　　容

備 考
全　体　計　画 事　業　計　画

　面積150ha、琵琶湖最大の島である近江八幡市の沖島は汚水処理施設がなく、し尿は対岸の

農地に還元処分し、生活雑排水は直接琵琶湖に放流していたために早急な下水道整備が望まれ

ていました。そのため、近江八幡市では、住民の強い要望を受けて昭和54年2月27日に下水道

法による事業認可を受けて下水道整備に着手しました。

　昭和54年度末には、浄化センター用地の買収を完了するとともに、昭和55年度には県の富栄

養化防止条例による処理施設の排水基準に適合するよう処理方式および処理能力について事業

認可の変更を行い、直ちに浄化センター工事に着手しました。

処 理 区 域 面 積 （ ）

処 理 対 象 人 口 （ 人 ）

処理水量（ｍ３ 日最大）

排 除 方 式 分　　流　　式

中 継 ポ ン プ 場 （ 箇 所 ）

処理場

位 置 近江八幡市沖島町

敷 地 面 積 （ ａ ）

処 理 方 式 凝集剤添加活性汚泥法（OD法）＋急速ろ過

−50−



（３）甲賀市（旧土山町）単独公共下水道

▲甲賀市土山オー・デュ・ブール

① 事業の歩み
　甲賀市（旧土山町）では、健康で快適な生活環境の確保と、野洲川や琵琶湖などの公共水域の水質
を保全するために、甲賀市（旧土山町）公共下水道事業の基本計画を策定し、下水道整備に取り組ん
できました。
　平成 3 年 1 月 10 日に事業認可を受け、平成 5 年度には終末処理場の建設に着手し、平成 9 年 3 月
31 日に供用を開始しました。「市（町）民が使用した水は、市（町）民自らが浄化して自然に返す。」
という自然環境保護を象徴する意味で、この処理場をフランス語で「甲賀市土山オー・デュ・ブール

（Eau du bourg：町の水）」と名付けられました。
　平成 7 年 3 月にはモデル事業（アピール事業）の採択を受け、下水道事業を住民に理解してもらうこ
とを目的に、処理水を利用し、清流をイメージした滝やせせらぎ、修景池などの施設を整備しています。

② 事業計画の概要

(3)甲賀市（旧土山町）単独公共下水道

　　    　▲甲賀市土山オー・デュ・ブール

①　事業の歩み

②　事業計画の概要

観光人口を含まない

現有能力2,840

高度処理

甲賀市土山町大野字北川地内

処 理 対 象 人 口 （ 人 ）

　甲賀市（旧土山町）では、健康で快適な生活環境の確保と、野洲川や琵琶湖などの公共水域
の水質を保全するために、甲賀市（旧土山町）公共下水道事業の基本計画を策定し、下水道整
備に取り組んできました。

　平成3年1月10日に事業認可を受け、平成5年度には終末処理場の建設に着手し、平成9年3月
31日に供用を開始しました。「市（町）民が使用した水は、市（町）民自らが浄化して自然に
返す。」という自然環境保護を象徴する意味で、この処理場をフランス語で「甲賀市土山
オー・デュ・ブール（Eau du bourg：町の水）」と名付けられました。

　平成7年3月にはモデル事業（アピール事業）の採択を受け、下水道事業を住民に理解しても
らうことを目的に、処理水を利用し、清流をイメージした滝やせせらぎ、修景池などの施設を
整備しています。

項 目
内　　　　　容

備 考

分　　流　　式排 除 方 式

中 継 ポ ン プ 場 （ 箇 所 ）

処理水量（ｍ３ 日最大）

全　体　計　画 事　業　計　画

処 理 区 域 面 積 （ ）

処理場

位 置

敷 地 面 積 （ ａ ）

処 理 方 式 凝集剤添加活性汚泥法（OD法）＋急速ろ過
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（４）高島市（旧朽木村）特定環境保全公共下水道

▲高島市朽木浄化センター

① 事業の歩み
　琵琶湖の水質保全と生活環境の向上を目的として、平成 4 年 12 月 6 日に下水道法の事業認可を受け、
同年より事業に着手しました。
　管渠整備工事と平行して平成 7 年度より終末処理場建設工事に着手し、景観にマッチした土蔵造風
の水処理棟・管理棟が平成 9 年 9 月末に一部完成し、同年 10 月 1 日に一部供用を開始しました。また、
残る設備工事を平成 11 年度で整備完了しました。

② 事業計画の概要

(4)高島市（旧朽木村）特定環境保全公共下水道

　▲高島市朽木浄化センター

①　事業の歩み

②　事業計画の概要

観光人口は含まない

現有能力500

－ －

高度処理

位 置

中 継 ポ ン プ 場 （ 箇 所 ）

排 除 方 式

処 理 区 域 面 積 （ ）

内　　　　　容
備 考

全　体　計　画 事　業　計　画

処 理 対 象 人 口 （ 人 ）

分　　流　　式

項 目

　琵琶湖の水質保全と生活環境の向上を目的として、平成4年12月6日に下水道法の事業認可を

受け、同年より事業に着手しました。

　管渠整備工事と平行して平成7年度より終末処理場建設工事に着手し、景観にマッチした土

蔵造風の水処理棟・管理棟が平成9年9月末に一部完成し、同年10月1日に一部供用を開始しま

した。また、残る設備工事を平成11年度で整備完了しました。

処理場 敷 地 面 積 （ ａ ）

処 理 方 式 単槽式嫌気好気法＋急速ろ過

高島市朽木野尻字麻ノ尻

処理水量（ｍ３ 日最大）
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（５）甲賀市（旧信楽町）単独公共下水道

▲甲賀市信楽水再生センター

① 事業の歩み
　大戸川の源に位置する甲賀市（旧信楽町）は、流域の自然環境や公共水域の水質保全をはじめ、住民
の生活環境の改善を目的に公共下水道を計画、平成 14 年 10 月 9 日に下水道法の事業認可を受け事業
に着手しました。
　平成 15 年度から管渠整備工事を実施、平成 16 年度には浄化センターの建設工事に着手し、平成
20 年 3 月 31 日に供用を開始しました。
　甲賀市では、この浄化センターが、「水」を核とした環境学習の場になればと願っています。

② 事業計画の概要

(5)甲賀市（旧信楽町）単独公共下水道

▲甲賀市信楽水再生センター

①　事業の歩み

②　事業計画の概要

観光人口は含まない

現有能力2,150

－ －

高度処理

備 考
全　体　計　画 事　業　計　画

　大戸川の源に位置する甲賀市（旧信楽町）は、流域の自然環境や公共水域の水質保全をはじ

め、住民の生活環境の改善を目的に公共下水道を計画、平成14年10月9日に下水道法の事業認

可を受け事業に着手しました。

　平成15年度から管渠整備工事を実施、平成16年度には浄化センターの建設工事に着手し、平

成20年3月31日に供用を開始しました。

　甲賀市では、この浄化センターが、「水」を核とした環境学習の場になればと願っていま
す。

処理場

位 置 甲賀市信楽町黄瀬字下條および金山

敷 地 面 積 （ ａ ）

処 理 方 式 凝集剤添加活性汚泥法（OD法）＋急速ろ過

項 目
内　　　　　容

中 継 ポ ン プ 場 （ 箇 所 ）

処 理 区 域 面 積 （ ）

処 理 対 象 人 口 （ 人 ）

処理水量（ｍ３ 日最大）

排 除 方 式 分　　流　　式
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